
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月４日（月）３校時に授業づくり共同研究（技術・家庭科【家庭分野】）の公開授業が２年１組

で行われました。単元は「よりよい衣生活を目指して」で、主眼は「本題材で学んだことを基にした

意見交換を通して、衣服の活用や管理について、環境に配慮して自分にできることを考え、持続可

能な衣生活を工夫するようにする」です。新学習指導要領の柱である「主体的・対話的で深い学

びの工夫」としては、以下の２点に焦点化し、授業を行いました。 

〇 より多くの考えを共有できるように、学級全体での意見交換の場では、ホワイトボードとタブ

レットやテレビなどのＩＣＴ機器を活用する。 

〇 題材の最後には、よりよい衣生活を目指すために、生活の営みに係る見方・考え方の中でも

特に「持続可能な社会の構築」の視点で捉え、主体的に衣生活に関わっていこうとする意識

を高め、環境に配慮した衣生活の実践につなげることができるように、衣服の選択から廃棄ま

での一連の流れを見直し、課題意識をもって衣生活について考えさせる。 

 ２年１組の生徒は思考ツールを使って意見を整理し、タブレット端末を使い、環境のことを考えた

衣生活を送るために、自分ができることを考えて宣言文を作成しました。 

 現代社会において、環境に配慮した生活を送ることは大切です。一方、安価で便利なものがあふ

れ、修理や修繕費の方が高い現実もあります。経済と環境、環境と生活などを考えるきっかけとな

ったのではないでしょうか。（先生も自分の衣生活を反省しました・・・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お ぐ ら 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 78号 
 
 
 
 
 
 

令和３年１０月６日（水）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 

お ぐ ら 

授業づくり共同研究（２年家庭科） 

尾倉中学校はユ
ネスコスクールであ
り。SDGｓ教育推進
校でもあります。こ
のような学習を通し
て、少しでも「持続
可能な社会」に興
味・関心をもってく
れたらうれしいで
す。これからのみな
さんは地球規模の
考えが大切になっ
てきます。 


